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石英、黄銅鉱、輝銅 

鉱、安四面銅鉱、自 

然銀などと共生する。 

男開は不明瞭で、ノ、 

ンマーでたたくと貝 

殻状や不平坦な断口 

があらわれる。 

はん どう 

斑銅鉱 

金属のような光沢を持ち、素 

焼きの陶板にこすりつけると 

灰黒色の条痕が残る。 

石英脈中に、黄銅鉱と 

共生する斑銅鉱。緑色 

の孔雀石をともなう。 

奈良県竜神鉱山産。 

高温から低温にかけての広い 

塊状であらわれることが多い 

が、療笠芳体ゃ八面体、十二 

面体の結晶を示すものもある。 やペグマタイトにも生成する。 

四 

'o 1 1 
' 

八ニス1、昌をき Zてvv\ 



E竺・片1・’，子’一醸，f驚、郵三な’，携宇ら一鷲， 

・，浸さ嚇霧；『鳶頭離十謬響漁‘葛 
k奉、、二さぐな長I 二を・を鵬；紳融』いに’．. マ’‘で 

‘弾噂から；ニ呉’1毒ごー翼譲穿受戸,’雄 

鷺無J製羅「織 
硫化鉱物 

~L 締鱗を・l議I者‘“二了望ト露~j 

~ 

舞~凸溶二緋翻願弾 

~麟磁鶏鷲漏 
‘貿“麟ミ爵維．~姫署怒 

I導言 鷲 
，・雪~ 

舞曹る 
舞I驚 

▲スカルン鉱床から産出した斑銅鉱。黄色い金 

篇晃沢部分は黄銅鉱。筒苗県三原鉱缶産。 

つと、表面で化学成分の変化が起こることにより、青色や紫 

色の筑薫が浮き出てくる。「斑銅鉱」という和名は、この現 

象に由来したもの。表面にあらわれた斑点は光の干渉により 

競琶の繊き（イリデッセンス）を示すことから「ピーコック・ 

ォァ（孔雀鉱若）」という別名もあり、質の良いものは兼費 

用の宝石に加工される。ちなみに、英名の「ボーナイト」は、 

オーストリアの鉱物学者であるイグナッツ・フォン・ボーン 

(1742- 1791年）にちなんで名づけられたものだ。 

銅の主要鉱石 

1845年に独立種と認められ、藍銅鉱、黄銅鉱、赤銅鉱と 

並ぶ銅の主要鉱石として世界中で採掘されている斑銅鉱は、 

主に塊状であらわれ、湾曲が目立つものや、起伏に富む表面 

を持つものが多く見られる。また、擬立方体や八面体、十二 

面体などの結品形を示すものも存在するが、非常に稀で、日 

本では結晶形がはっきりとしたものは産出していない。 

なお、斑銅鉱などの銅鉱石から抽出される銅は、電導性に 

優れる性質から、電線やケーブルに利用されるほか、亜鉛や 

スズとの合金などに用いられている。 

空気中で変色 

産出したばかりの斑銅鉱は赤みを帯びた褐色だが、空気中 

に放置すると、酸化して次第に紫色に変化。さらに時間が経 
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▲黄銅鉱にともなって産出した斑銅鉱。赤みを帯びた真録色に見え 

る部分が新鮮破面で、時間が経過した部分にはイリデッセンスが 
はうかいせき 

あらわれていることがわかる。白色部は方解石。メキシコ産。 

イギリス 易1る

兵庫県の多田鉱山 

、‘ゃ萌証話笛、嵩知 
、 県の白滝鉱山など 

g で産出した。 

r 

イリデツセンスの観察 

イリデッセンスとは、ギリシャ語で「虹」を意味する 

「イリス」に由来し、ギリシャ神話に登場する虹の女神も 

「イリス」という名を持つ。斑銅鉱をハンマーなどで割っ 

てみると、時間の継適とともに、断面に幻憩的な虹色が浮 

かんでくる様子を観察することができる。 

アメリ力 些 
コネチカット州やモン 

タナ州などで産する。 

メキシコH 

し ぜんぎA 

▼自然銀とともに産した斑銅鉱。 
J．二 こ けんあら い 二うぎA 

兵庫県新井鉱山産。 
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